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研究成果の概要（和文）：
本研究は，(1)児童・生徒の実態と教育現場の状況の調査，(2)学校現場が求める教材の把握，

(3)体験を通して学習する教材の開発，(4)学習カリキュラム開発(教材活用の検討），(5)授業実
践，（6）教育効果の測定・評価，（7）教員研修への応用及び社会教育への提案，（8）研究のま
とめ，を行った。その結果，児童・生徒は，新しい技術に対する正しい認識を深め，持続可能
な社会に積極的に関与する態度が育成できた。

研究成果の概要（英文）：
In this study, we performed as follows: (1) Investigation on the actual condition of students and

schools, (2) Understanding of teaching materials that schools requests, (3) Development of teaching
materials to learn through experience, (4) Development of learning curriculum, (5) Practice of classes,
(6) Measurement and evaluation of educational effectiveness, (7) Application to teacher training, and
spread to social education, (8) Summary of the study. As a result, students extended the correct
recognition of the new technology, and their attitude to positively participate in the sustainable society
was able to be cultivated.
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１．研究開始当初の背景

現在，化石燃料の枯渇やそれらの消

費が地球温暖化など，エネルギーに関
する課題が山積している中，再生可能

なエネルギー利用の推進が求められて

いる。このようなエネルギー問題を正

しく理解するためには，義務教育の段

階から，新しい技術に関する科学的な

理解を深め，社会と技術の関係を的確

に 評 価 す る 態 度 を 育 成 す る 必 要 が あ
る。

２．研究の目的

本研究の目的は，(1)最先端の再生
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可 能 エ ネ ル ギ ー 技 術を 題 材 と し ， 児

童・生徒に体験的に学習する教材・教

具を開発する。(2)それらを活用した
効果的な授業展開やカリキュラムを構

築する。(3)授業実践や科学館等での

活用を通して，それらを評価し，成果

を広範囲に発信することである。その

結果，児童・生徒は，新しい技術に対

する正しい認識を深め，持続可能な社

会に積極的に関与する態度が育成でき

ると思われる

３．研究の方法

研究は，３年計画で実施する。１～

２年目は，児童・生徒の実態と教育現

場の状況を踏まえながら，教材・教具

の開発を行う。２年目からは，授業で

の活用を念頭に授業展開の方法を検討

しカリキュラムを作成する。３年目は，
授業実践や科学館でそれらを利用，評

価し，教育現場での普及活動を行う。

４．研究成果

本研究は，(1)児童・生徒の実態と

教育現場の状況の調査(2)学校現場が

求める教材の把握(3)体験を通して学
習する教材の開発(4)学習カリキュラ

ム開発・教材の改良(5)授業実践(6)教

育効果の測定・評価(7)教員研修への

応用・社会教育への普及，研究のまと

めの手順で進めてきた。

(1)については，学習指導要領およ

び教科書レベルでの学習項目を洗い出

し，(2)学校現場で利用されている教
材・教具について，現職教員を含む検

討会を実施し明確化した。その結果，

再生可能エネルギーの利用などが謳わ

れる反面，それらを学習する教材・教

具については，簡易な風力発電装置や

太陽電池パネルを利用した太陽光発電

の実験キットが存在するだけで，最先

端の再生エネルギー技術を学習する環
境が整っていない学校現場の実態が明

らかとなった。

そのことを受けて，学校現場で利用

可能な，風の流れと動力伝達，発電の

仕組みを容易に学習できる風力発電装

置を開発した。また，海洋エネルギー

を学習する教材として，波力発電装置

を３種類（発達段階に応じて，小学校
で学習するもの，中学校で学習するも

の，高等学校で学習するもの）を開発

した。同様に，簡便な設備を用いて安

価に製作可能な色素増感太陽電池の製

作プロセスを検討し開発した。図１に

小学校で利用する最も簡易な波力発電

装置の構造図，図２に圧電素子を利用
した波力発電装置，図３に電磁誘導を

利用した波力発電装置の概観を示す。

図１ 小学生向け波力発電装置

図２ 圧電素子を利用した波力発電装置

(4)これら開発した教材・教具を援用

した授業展開を現職教員共に検討し，

(5)授業実践でその効果を検証した。

(6)効果の検証は，知識面，情意面と

２つの側面を意識し，それらを評価す

る調査シートを現在の児童生徒の実態

に基づき，認知心理学的手法で作成し
た。それらを通して授業方法の改善を

図り，カリキュラムの中に位置付ける

取り組みを行った。
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図３ 電磁誘導利用の波力発電装置

(7)以上の知見を整理し，より学校現

場で広く利用されるように，教員研修

（都道府県研修，免許更新講習）に利

用し，これまでの研究成果を評価・公
開を進めた。

また，初等中等教育では，学習指導

要領の改訂と，原子力発電の事故によ

り，これまで以上にエネルギー教育に

注目が集まり始めた。提案した教材･

教具やカリキュラムが多くの学校現場

で利用されよう努めていきたい。これ

らは今後の課題とする。
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